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特
集

　新年あけましておめでとうございます。
　エレクトロニクス実装学会は 2,500名の正会員，学生会
員と 151社の賛助会員から構成されており，国内唯一のエ
レクトロニクス実装分野をカバーする学会です。15年前の
学会統合前の 1967年から半世紀にわたり，『JISSO』を学
術的にもビジネス的にも発展させる活動を行っています。
その本学会の活動の中心であり且つ基盤を支えているのが
13の技術委員会とその傘下にある 21の研究会です。それ
らを統合してこれからの変化の流れや新分野への挑戦を議
論する場として技術運営委員会を設けています。ここでは
各技術委員会や各研究会を横断するよう技術交流や催物の
企画実行，若手技術者のイノベイティブで自由な活動を支
援する仕掛けの検討などを議論しています。併せてサステ
イナブルな学会運営のために，透明健全で且つ自立した活
動収支の構築のための議論も続けています。その活動領域
を鳥瞰図的に一目で見えるように実装分野マップを作成中
で，近々 JIEPのホームページへアップする予定です。
　恒例の本特集では各技術委員会が見た『JISSO』の現状
と展望について，それぞれの分野で新年に相応しく新たな
る観点で解説記事を掲載させていただきます。
　日本のモノづくりが低迷しているとか，生産拠点が海外
流出していると危惧され始めて 10年になろうとしていま
す。しかし昨年来政治の流れが変わり経済の流れにも変化
の兆しが感じられるようになりました。3年前の東日本大
震災からの復興はまだまだ険しい坂を上っている途上です
が，復興のための東北支援の産業基盤整備は着実に進んで
いるように見えます。
　新規の付加価値を創造する実装技術分野では，コンセプ
ト段階から試作段階までは日本メーカの技術力は他の国々
に比べて優位な事例が多いと思われます。パーワーエレク
トロニクス向けの基板技術や部品実装技術，材料技術，お
よびサーマルマネジメントなどの設計技術が典型的な例と
して挙げられます。
　米国ボーイング社が永年の技術開発の末に昨年ようやく
実用化が始まったボーイング 787は省エネルギの飛行機と
して注目を集めていますが，そこに搭載された技術は，日

本の炭素繊維を駆使した軽量強靭な胴体，主翼，尾翼であ
り，高度な信頼性を実現しているリチウム電池です。これ
らきらりと光る技術は日本の素材から部品モジュールまで
の一貫した生産プロセスにおける摺合せ技術で支えられて
おり，最高性能をいかに合理的なコストと価格で実用化す
るかに苦心した技術者の汗の結晶であるといえます。
　材料や製造装置の分野では，大量に購入する顧客が国内
に少なくなり海外が主流となっているようですが，世界市
場では以前にも増して日本が最先端の技術を提供し事業規
模も海外他社を凌駕していることは明白です。一方，デバ
イス製造からモジュール製造に至る実装や組立分野は，コ
モディティ化が進化するほど海外の大メーカが投資規模に
物を言わせて市場を席巻して，国内メーカは苦戦している
ようです。
　今後の実装分野は，半導体パッケージングでも基板実装
でも 3D実装に代表される CAD/CAMデジタル技術の活用
や，アディティブ製造プロセスによる真の環境調和高効率
で且つ低コスト生産という新しい潮流が到来しています。
この波をとらえて日本の製造業をオンリーワンの価値を創
造する位置に押し上げるために，エレクトロニクス実装分
野での新しいチャレンジを期待して止みません。
　最後に，本特集の解説記事を執筆された各技術委員会や
各研究会の皆様には多大なるご尽力をいただいたことに感
謝します。また，本特集の企画・編集にあたられた編集委
員会の委員各位にも感謝いたします。
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